











































































日本語母語話者 中国語母語話者 韓国語母語話者 英語母語話者
出現数 412 191 418 276
全形態素 183739 175702 167773 173325
頻度％ 0.22 0.11 0.25 0.16
表 2 話し言葉における「なんか」の使用頻度














使用数 割合（％） 使用数 割合（％）
①代名詞 22 17.1 69 16.7
②副助詞 5 3.9 49 11.9
③前置き表現
a 17 13.2 51 12.4
b 34 26.4 73 17.7
c 24 18.6 53 12.9
d 5 3.9 37 9
e 3 2.3 31 7.5
f 16 12.4 20 4.9
「なんか」で文を終える 3 2.3 29 7
















あのう 9 2.2 33 25.6





























表 5、表 6と表 7に示す。
問題 1 なんか冷たいものが飲みたい。
訳文 什麼 呀 翻訳していない
翻訳数（割合） 22（73.4％） 1（3.3％） 7（23.3％）
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訳文 什麼 得 誤答 翻訳していない
翻訳数（割合） 19（63.3％） 2（6.7％） 5（16.7％） 4（13.3％）


















訳文 好像 誤答 翻訳していない
翻訳数（割合） 11（36.7％） 1（3.3％） 18（60％）















訳文 好像 感 ／ 得 像… 的 翻訳していない
翻訳数（割合） 3（10.0％） 3（10.0％） 8（26.7％） 16（53.3％）















訳文 好像 總覺得 那 ／那什麼 翻訳していない
翻訳数（割合） 4（13.4％） 1（3.3％） 9（30.0％） 16（53.3％）
表 11 中国人学習者の訳文（問題 7）
表 11 から、中国人学習者の考えにおいて、話題開始の「なんか」に対応している中国語がいくつ
かあることが分かった。半数くらいの学習者はこの「なんか」を訳さなかった。また、「なんか」を




























訳文 好像／好像…什麼 之 ／什麼 翻訳していない
翻訳数（割合） 15（50.0％） ８（26.7％） 7（23.3％）















訳文 覺得／感覺 誤答／翻訳できなかった 翻訳していない
翻訳数（割合） 21（70.0％） 3（10.0％） 6（20.0％）












訳文 之 ／什麼 好像 居然／竟然 翻訳していない
翻訳数（割合） 5（16.7％） 4（13.3％） 4（13.3％） 16（53.4％）














































































〔キーワード〕 なんか 中国人学習者 母語影響 話題開始 フィラー
注
1） OPI（oral proficiency interview）と呼ばれるインタビューテストの録音を文字化したものである。英語・中




4） 中国人学習者の使用例については、出現数 191 から、日本人の面接官の発話を除いた 129 の使用例を対象と
し、分類した。
5） 表 3を参照に得た結果












平安女学院大学研究年報 第 17 号 2016
－ 99－
An analysis of Chinese learners’ use of “nanka”
LIN, Xiao
For Chinese learners, it is difficult to acquire the ambiguous expression which is frequently used by
Japanese. In order to verify how the Chinese learners comprehend and use these expressions, the
paper takes example of “nanka” and conducts an investigation on database and questionnaire. The
result suggests that Chinese learners use the expression “nanka” quiet differently from native
Japanese. An detailed analysis of every usage of “nanka” reveals the discovery: There’s a Chinese
equivalent,“什麼”, of “nanka” when it is used as pronouns. Therefore, Chinese learners have no
difficulty in using “nanka” as pronouns. However, when “nanka” is used as adverbial particles and
introductory remarks, there’s no such equivalent in Chinese. As a result, Chinese learners can’t
understand it properly and they use these “nanka”expressions as pet phrases or fillers.
林 筱
－ 100 －
